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自己紹介

•マイクロソフト研究所 (1998~2013)
•自然言語処理、機械翻訳などの仕事

• 2013年7月マサチューセッツ工科大学、Global Languages, 
Sr. Lecturer, 日本語プログラムディレクター

•個人研究
• VR(バーチャル・リアリティ）を使った語学教育アプリの開発
•自然言語処理 (NLP), AIを使った日本語支援アプリの開発



MITの紹介

http://web.mit.edu/facts/
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学生数

学部学生

39%大学院生

61%

学生数

Undergraduates Graduates

男女の比率 (学部学生)

男子学生 女子学生

男子学生
５３％

女子学生
47％



学部構成

建築・計画部

工学部

人文・社会科学部

経営学部

理学部

Global Languages



Covid-19への対応---tackling Covid-19 the MIT way—
https://now.mit.edu/ データサイエンスに基づく対処

https://now.mit.edu/


2020年、春学期

すべての

クラスが
キャンセル

3/16 ~ 3/20, 
2020

春休み
3/21~3/29, 

2020

全クラスに向けて
オンラインクラス

の開始

3/30~5/12, 
2020

2020年、夏休み(特に後半）

=> 秋学期(9/1, 2020~)に向けての準備



様々な教育工学機器、アプリ、Zoom、LMSなどの
トレーニング



Teaching and Learning Lab によるトレーニング (1)

Zoom Canvas 
Training



Video 
Recording

様々な教育

アプリ

Teaching and Learning Lab によるトレーニング (2)



Teaching and Learning Lab によるトレーニング(3)

Engagement Community ＆
Equity



秋学期、今後の予定…

秋学期

開始
9/1, 2020 感謝祭

11/21~29, 
2020

• 全クラスリモー
トによる授業

• 期末試験週間
(12/14~18, 2020)

12/18,2020 

Independent Academic 
Period (IAP)

1/4~1/29, 
2021



春学期, 2021年 (予定）

授業
開始

2/16, 
2021

授業
終了

5/20, 
2021

卒業
式

6/4, 
2021

期末
試験
期間

5/24~27, 
2021



グローバルな人材育成 50%以上の卒業生は、
在学中何らかの形で
Internationalな経験 (海外
でのインターンシップ、
留学など）

MITでの外国語教育の位置づけ



Language classes: Global Languages at MIT

スペイン語、
ドイツ語、
フランス語、
ポルトガル語、
ロシア語、
中国語、
日本語、
韓国語、
ESL(英語）



MITでの日本語カリキュラム
•初級、中級、上級の３年カリキュラム

今学期のゴール
•ターゲット言語を使ってのコミュニケーション能力の上達
•動機づけ
•学生同士のコミュニティー形成



具体的な学習活動

•クラスの授業は、できるだけコミュニケーション能力の
重視

•クラス外でできることは、クラス外で行う
• Learning activitiesをより楽しく
• ZoomのBreakout Roomによるクラスメートとのインタラ
クションを増やす

• Language Exchange (会話パートナー）のプログラムの
奨励



東京工業大学との会話
パートナープログラム
(Summer, 2020)

東京大学との会話
パートナープログラム
(Fall, 2020)

東京大学、大学院工学系研究科
准教授、内堀朝子先生

東京工業大学

グローバル人材育成推進支援室の
先生方



リモート環境下での課題

•インターネットの安定性
•時差の問題
•偶発的出会い(accidental meeting)の不足
•学生・教師の精神的ストレス

今後の展望
•より積極的なリモート・インストラクションの導入
•教室活動(“in-class activities”)の見直し


